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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、中国経済の景気減速懸念や英国のＥＵ離脱問題等の影響によ

り急速に円高が進んだことで、企業業績や景況感が後退するなど、先行きの不透明感は高まっております。 

当業界におきましても、個人消費の低迷や人手不足等、引続き厳しい状況が続いております。 

こうした中、当企業グループの当第１四半期連結累計期間は、営業収益246億73百万円（前年同期比7.0％増）、

営業利益19億74百万円（同2.2％減）、経常利益20億75百万円（同1.0％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益

11億86百万円（同1.3％増）となりました。 

各セグメント別の営業状況は、次のとおりであります。 

（物流センター事業） 

当第１四半期連結累計期間の営業収益は、126億44百万円(前年同期比12.6％増)、営業利益は、12億69百万円(同

7.3％減)となりました。 

増収減益の主な要因につきましては、物流センター運営の充実と前連結会計年度までに受託したセンターが順次

業績に寄与したものの、新規センターの立上費用の発生等によるものであります。今後につきましては、第２四半

期以降、庫内運営費の圧縮を追求し、収支改善に努めてまいります。 

新規受託の概況につきましては、４社の物流を受託しております。 

稼働状況につきましては、前期受託した１社を含めた５社のうち３社稼働しております。残りの２社につきまし

ては、平成28年７月以降の稼働を目指し準備を進めてまいります。 

物流センターの総数は、94センターとなりました。(前連結会計年度末比７センター増加） 

引続き日々収支、全員参加、コミュニケーションを徹底して行い、収支改善に向け取組んでまいります。 

(貨物自動車運送事業) 

当第１四半期連結累計期間の営業収益は、120億28百万円(前年同期比1.6％増)、営業利益７億２百万円(同8.4％

増)となりました。 

営業収益につきましては、前年同期比１億92百万円増加いたしました。物量減少の影響はあったものの、連結子

会社の増加等により営業収益は増加しております。 

営業利益につきましては、前年同期比54百万円増加いたしました。連結子会社の増加、同業他社とのアライアン

スの効果により、営業利益は増加いたしました。 

今後につきましては、引続き、営業収益増加に向けた取組みをすると共に、同業他社との共同輸送や、施設の共

同利用といった取組みの推進を継続し、収益性の向上を図ってまいります。 

（２）財政状態に関する説明 

（当第１四半期の状況） 

当企業グループの当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比12億33百万円増加し、1,071億

86百万円となりました。これは主に、現金及び預金等の増加により、流動資産が７億５百万円増加したことと、設

備投資等により固定資産が５億28百万円増加したことによるものであります。 

負債につきましては、前連結会計年度末比２億87百万円増加し、583億55百万円となりました。これは主に、未

払法人税等の減少と、その他流動負債の増加により、流動負債が４億４百万円増加したことによるものでありま

す。 

純資産につきましては、前連結会計年度末比９億45百万円増加し、488億30百万円となりました。これは主に、

親会社株主に帰属する四半期純利益11億86百万円の計上と剰余金の配当による減少２億85百万円によるものであり

ます。 

この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の39.9％から40.2％へと増加しております。 
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成29年３月期の連結業績見通しといたしましては、営業収益1,010億円（前年同期比6.1％増）、営業利益88億

円（同8.5％増）、経常利益は90億円（同8.1％増）、親会社株主に帰属する当期純利益は50億円（同5.8％増）を

見込んでおります。 

なお、軽油単価の変動による影響につきましては、１リットル当たりの単価１円の変動により、年間31百万円と

なります。軽油単価につきましては、最近の情勢をもとに計算しております。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 連結の範囲の変更を伴う特定子会社の異動におきましては、該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

  会計方針の変更 

 （平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附

属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 これによる損益に与える影響は軽微であります。

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 5,028 6,188 

受取手形及び売掛金 12,907 12,558 

商品 2 14 

貯蔵品 90 94 

その他 2,061 1,939 

貸倒引当金 △31 △30 

流動資産合計 20,059 20,764 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 29,554 29,997 

土地 39,537 39,619 

その他（純額） 10,528 10,538 

有形固定資産合計 79,620 80,155 

無形固定資産 1,944 1,944 

投資その他の資産 4,328 4,321 

固定資産合計 85,893 86,421 

資産合計 105,952 107,186 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 5,812 5,802 

短期借入金 20,650 20,732 

未払法人税等 1,663 784 

賞与引当金 827 545 

役員賞与引当金 40 15 

厚生年金基金解散損失引当金 6 6 

その他 5,936 7,454 

流動負債合計 34,937 35,342 

固定負債    

長期借入金 10,308 9,843 

退職給付に係る負債 5,694 5,706 

厚生年金基金解散損失引当金 27 27 

その他 7,099 7,436 

固定負債合計 23,129 23,013 

負債合計 58,067 58,355 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 6,547 6,547 

資本剰余金 6,466 6,466 

利益剰余金 29,406 30,308 

自己株式 △9 △9 

株主資本合計 42,411 43,312 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 178 101 

退職給付に係る調整累計額 △298 △282 

その他の包括利益累計額合計 △120 △181 

非支配株主持分 5,594 5,699 

純資産合計 47,885 48,830 

負債純資産合計 105,952 107,186 
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

営業収益 23,066 24,673 

営業原価 20,554 22,079 

営業総利益 2,511 2,593 

販売費及び一般管理費    

貸倒引当金繰入額 0 △0 

役員報酬 113 134 

給料及び手当 107 123 

賞与引当金繰入額 19 22 

役員賞与引当金繰入額 9 △1 

退職給付費用 5 6 

役員退職慰労引当金繰入額 5 - 

その他 231 334 

販売費及び一般管理費合計 492 619 

営業利益 2,019 1,974 

営業外収益    

受取利息 0 0 

受取配当金 23 21 

助成金収入 2 3 

売電収入 86 120 

雑収入 106 101 

営業外収益合計 219 246 

営業外費用    

支払利息 63 58 

売電原価 48 66 

雑損失 30 20 

営業外費用合計 142 145 

経常利益 2,096 2,075 

特別損失    

減損損失 4 26 

損害賠償金 - 51 

特別損失合計 4 77 

税金等調整前四半期純利益 2,091 1,998 

法人税、住民税及び事業税 787 730 

法人税等調整額 △39 △93 

法人税等合計 748 637 

四半期純利益 1,343 1,360 

（内訳）    

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,171 1,186 

非支配株主に帰属する四半期純利益 172 174 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 55 △79 

退職給付に係る調整額 8 14 

その他の包括利益合計 64 △64 

四半期包括利益 1,408 1,296 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,234 1,125 

非支配株主に係る四半期包括利益 173 171 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日） 

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
(注)１ 

四半期連結損益
及び包括利益計
算書計上額 
(注)２ 

 
物流センター事
業 

貨物自動車運送
事業 

計 

営業収益          

外部顧客への営業収益 11,230 11,836 23,066 - 23,066 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
86 455 542 △542 - 

計 11,317 12,291 23,608 △542 23,066 

セグメント利益 1,370 648 2,018 0 2,019 

（注）１．調整額は、全てセグメント間取引消去によるものであります。

（注）２．セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

  「貨物自動車運送事業」セグメントにおいて、近物レックス㈱（連結子会社）の一部の支店を移転する

ことが決まり、使用が見込まれない固定資産について減損損失を認識いたしました。なお、当該減損損失

の計上額は、当第１四半期連結累計期間において４百万円であります。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

  該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日） 

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
(注)１ 

四半期連結損益
及び包括利益計
算書計上額 
(注)２ 

 
物流センター事
業 

貨物自動車運送
事業 

計 

営業収益          

外部顧客への営業収益 12,644 12,028 24,673 - 24,673 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
35 444 479 △479 - 

計 12,680 12,473 25,153 △479 24,673 

セグメント利益 1,269 702 1,972 1 1,974 

（注）１．調整額は、全てセグメント間取引消去によるものであります。

（注）２．セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。
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２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 「貨物自動車運送事業」セグメントにおいて、管理会計上の区分を基礎にグルーピングを行っており、

遊休資産及び賃貸地については、個別資産ごとにグルーピングを行っております。賃貸地のうち、継続的

な地価下落により収益性が著しく低下した近物レックス㈱（連結子会社）の一部の賃貸地の固定資産につ

いて減損損失を認識いたしました。なお、当該減損損失の計上額は、当第１四半期連結累計期間において

26百万円であります。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

 「会計方針の変更」に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間に「平成28年度税制改正に係る減価償

却方法の変更に関する実務上の取扱い」を適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構

築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 これによる損益に与える影響は軽微であります。

 

（重要な後発事象）

   該当事項はありません。 
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